
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
体
制
訴
え

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
、
津
波
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
予
想
さ
れ
る
四
国

府
声
部
を
支
援
す
る
体
制

を
整
え
よ
う
と
、
国
際
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
北
区
）
は
2
7
日
、
香
川

県
丸
亀
市
で
、
既
に
連
携

協
定
を
結
ぶ
自
治
体
関
係

者
ら
を
集
め
た
初
の
調
整

会
議
を
開
い
た
。
支
援
に

回
る
側
の
総
社
市
や
丸
亀

市
、
支
援
を
受
け
る
側
の

徳
島
県
や
高
知
県
な
ど
か

ら
関
係
者
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
互
い
に
協
力
し

合
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
「
五
十
嵐
朋
子
」

備えて協力確認にフラト海塵
…

香川で四国の自治体と初会議

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
備
え
、
徳
島
、

高
知
両
県
を
重
点
的
に

支
援
す
る
独
自
の
計
画
を

立
て
て
い
る
。
発
生
時
に

は
総
社
市
と
丸
亀
市
に

拠
点
を
設
置
し
、
国
内
外

の
医
師
ら
で
つ
く
る
医

療
于
－
ム
が
両
市
を
経
由

し
て
徳
島
・
高
知
両
県
内

の
1
0
地
域
で
医
療
支
援

に
あ
た
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　
会
議
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
菅
波
茂
代
表

が
、
被
災
時
の
支
援
が
、

関
西
な
ど
人
口
の
多
い
他

地
域
に
集
中
し
、
四
国
へ

の
支
援
が
遅
れ
る
可
能
性

を
指
摘
し
、
あ
ら
か
じ
め

』

四
個
の
被
害
想
定
図
を
示
し
、
事
前
の
支

援
体
制
構
築
の
必
要
性
を
訴
え
る
音
波
茂

代
表
（
立
っ
て
い
る
人
）
＝
香
川
県
丸
亀

市
大
手
町
２
の
市
消
防
本
部
で

体
制
を
整
え
て
お
く
必
要

性
を
強
調
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

海
外
支
部
や
海
外
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
支
援
に
入
る
こ
と
も

想
定
し
、
「
事
前
に
ど
の

団
体
が
ど
の
避
難
所
へ
行

く
か
ま
で
決
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
自
治
体
に
は

車
両
許
可
証
の
発
行
や
宿

舎
の
準
備
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訴
え
た
。

　
最
大
で
高
さ
約
2
0
肩
の

津
波
が
想
定
さ
れ
る
徳
島

県
南
部
の
美
波
町
で
は
、

救
援
に
入
る
た
め
の
交
通

ア
ク
セ
ス
に
課
題
を
抱
え

る
と
い
う
。
会
議
に
参
加

し
た
山
路
和
秀
副
町
長
は

　
「
外
部
か
ら
の
支
援
は
受

け
に
く
い
状
況
に
な
る
だ

ろ
う
。
支
援
す
る
と
言
っ

て
も
ら
え
る
の
は
心
強

い
」
と
体
制
構
築
に
期
待

を
寄
せ
た
。
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